















































































































3分の 1を占める EUにあって、その中でも最も多い約 17.6％を占める 360億 kWhの発
電量を誇る国であること、また、ドイツの森林面積は約 10万 km2と、日本の森林面積約











出典：International Energy Agency （2013） World Energy Outlook 2012
図 3　エネルギーの内訳推移
出典：International Energy Agency （2013） World Energy Outlook 2012
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23％をバイオマスが占めている（図 4を参照）。
　図 5のように、ドイツでは 2000年頃からの 10年あまりの間着実に発電量を増やし、










































































































































　しかし、日本の総発電電力（2010年で 1兆 1,108億 kWh：平成 24年度エネルギー白書
による）と比較するならば、未利用残材を利用した木質バイオマス発電由来の電力は、わ
ずか 0.6％に過ぎないことがわかる。さらに第 2節でみたドイツの木質バイオマス発電



































































 ∫∞0 gbG（0）exp［－（b＋r）t］dt＝ gbG（0）b＋r  

































































































































































合の費用は 1万 2,442～1万 2,942円、切り捨て間伐材の場合 1万 2,446～1万 2,946円がチ
ップ化費用となる。
　以上は丸太 1m3当たりの費用である。木質チップ 1トンは丸太 2.2m3分（林野庁デー
タより）に相当するため、木質チップ 1トン当たりの費用に換算すると、搬出込み間伐材
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